
Ｉ
 
ノ
 
ー
Ｉ

や
。
配
塾
ｊ
坤
ｊ
琿
さ
」
ず
も
戦
雫
小
さ
量
『
覆
蔓
。
三
句
！
善
 
駕
埋
営
写
二
一
戸
し
初
尤
呈
夛
」
〆
し
Ｉ
ノ
ー
｜
天
ニ
 
ノ
ム
泰
阜
妬
涯

｜
琲
治
壁
程
三
 
一
二
一
一
円

↑

偽 高 悩 剖蹴り繕叡筒．槻無麹月別冊 伽.“重 明治図謡



麺
砲
璽
瑚
週
酊
創
司
測
畑
朔
剃
剴
削
剥
１
矧
矧
３
９
１
７
３
ｊ

鐸
叫
・
》

《
▲
ｑ
■
凸
■
”
も
ｑ

１
９
８
２
年
の
教
科
書
問
題
と
は
何
だ
っ
た
の
か
…
高
橋

「
不
戦
」
と
「
避
戦
」
の
あ
い
だ
ｌ
日
本
型
平
和
教
育
の
原
像
…
小
西

「
戦
争
」
を
と
ら
え
直
す
た
め
の
文
献
案
内
：
…
…
…
安
藤

「
近
現
代
史
」
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
「
五
箇
条
の
御
臺
文
」
…
…
占
部
寶
志

Ｉ
歴
史
の
「
通
念
」
を
検
証
す
る
授
業
シ
リ
ー
ズ
・
そ
の
①
ｌ

〈
人
物
読
み
物
教
材
〉
バ
ル
判
事
と
東
京
裁
判
：
…
》
・
上
條
 
晴
夫

「
自
由
」
と
「
国
家
」
に
つ
い
て
…
：
：
。
：
：
…
：
…
：
：
…
…
上
原
卓

〈
招
待
席
／
歴
史
と
現
代
①
〉
「
世
間
」
と
「
社
会
」
の
相
克
…
加
藤
哲
郎

■
■
噂
引
＃
匡
士
心
 
『
「
岸
川
一
臼
元
準
ｖ
ｈ
こ
一
 
戸
Ｕ
回
文
坐
晨
町
叺
首
程
二
、
、
、
Ｕ
胴
弱
宰
寸
」
一
一
エ
サ
典
ｌ
‐１
１
‐

「
大
東
亜
共
栄
函
屋
の
研
究
を
求
む
 
…
…
・
…
：
：
…
…
：
：
：
…
…
柴
田
 
義
松

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
歴
里
認
識
か
ら
の
脱
却
を
：
：
…
・
…
…
…
…
宇
田
川
 
宏

二
一
世
紀
を
見
す
え
た
「
近
現
代
空
」
の
授
業
…
：
…
…
…
…
溝
上
 
泰

藤
岡
さ
ん
の
志
に
貢
同
 
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
：
：
：
…
…
…
中
野
 
重
人

学
問
と
授
業
の
接
点
の
追
究
を
し
て
ほ
し
い
 
…
：
：
…
：
…
…
…
有
田
 
和
正

責
任
あ
る
「
孑
ど
も
へ
の
教
育
」
を
…
・
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
：
向
山
 
洋
一

複
眼
的
思
考
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
建
設
的
議
論
）
を
…
…
…
…
：
・
松
本
 
道
弘

つ
ま
り
は
「
塑
観
」
の
閏
窪
…
…
…
…
…
：
…
…
：
．
…
…
…
…
…
・
庄
司
 
和
晃

歴
史
教
育
に
新
し
い
流
れ
を
中
井
清
一
／
阪
神
大
震
災
を
体
験
し
て
わ
か
っ
た
こ

と
吉
永
早
苗
／
原
爆
展
が
中
止
さ
れ
た
松
本
泉
／
原
爆
展
中
止
へ
の
抗
議
は

正
し
い
か
？
小
笠
原
幹
夫
／
「
全
員
一
致
」
は
民
主
主
義
か
？
ｌ
「
戦
後
民
主
主
．

義
」
を
疑
う
佐
藤
民
男
／
「
編
さ
れ
た
」
と
思
っ
て
読
ん
で
ほ
し
い
本
二
杉
孝

司
／
教
師
と
し
て
反
省
す
る
こ
と
山
之
口
公
一

「
自
由
主
義
史
観
」
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス
麹

編
集
後
記
／
次
号
予
告
理

■
新
雑
誌
 
．
近
現
代
史
」
の
授
業
改
革
」
へ
の
期
待
と
注
文

史
朗

正
雄雪

一
三

Ｉ
ト
ー

一

色

←

今

一申
ロ

寺

や↑茜
口

挿

余

凸
｝

託

占

甲

や

■苧
嘩

Ｐ

一

｢ 近現代史 jの授業改革 創刊号

特集 峨争の授業ﾉの/ドラダイム転痩
一 ｢ 東 京 裁 判 史 観 」 を 超 え て -
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ご
測
刑
切
僻

《
巻
頭
 
問
題
提
起
論
文
》

「
わ
れ
わ
れ
の
物
語
」
を
ど
う
濤
想
す
る
か

Ｉ
「
近
現
代
史
」
を
と
ら
え
直
す
視
点
！

一

‐
桑

ｒ

‐
・

■

申
發
、二

蝉‐
４Ｌ

ロ

ゴ
靖

「
戦
争
の
授
業
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
ど
う
は
か
る
か

Ｉ
本
誌
創
刊
号
の
道
案
内
を
か
ね
て
ｌ

「
ス
ト
ッ
プ
！
バ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
Ⅱ
」
：

「
戦
略
論
」
は
小
学
生
に
も
わ
か
る
…
…
：
…

「
あ
の
戦
争
」
（
お
全
‐急
）
を
何
と
呼
ぶ
か
：
…
…
…
江
間
 
史
明

１
戦
争
呼
称
を
め
ぐ
る
大
学
生
の
討
論
ｌ

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
「
戦
争
の
授
業
」
は
ど
こ
が
違
う
か
…
…
佐
々
木
雅
男

家
丞
一
一
郎
著
天
平
洋
戦
芝
（
岩
波
書
店
）
を
読
み
直
す
…
…
…
森
脇
 
健
夫

戦
時
下
の
日
本
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
だ
っ
た
の
か
…
：
庄
司
 
章

ｌ
白
井
舂
男
著
「
人
間
の
歴
史
」
テ
キ
ス
ト
批
判
ｌ

〈
講
座
Ⅱ
歴
史
の
中
の
国
際
法
①
〉
晨
略
」
「
侵
略
戦
菫
…
：
…
佐
藤
 
和
男

「
南
京
大
虐
殺
二
十
万
」
説
へ
の
五
つ
の
反
証
…
…
…
板
倉
 
由
明

←
挨
舎
Ｒ
ジ
ゾ
ュ
田
子
４
、
「
禾
匡
ｐ
肩
昌
項
主
灯
ハ
云
ヨ
三
二
「
ヨ
ヨ
コ
ノ
山
叱
川
刈
Ｉ

■
ｅ
■

斎
藤
武
夫
 
５

…
：
藤
岡
信
勝

今
守
●
●
■
●
●

の
■
●
早
寺
由
●
申

中
島
優

杉
田
久
信

涜・9

社 会 科 教 育 別 冊 4 7 2 号
夢 御ｪ』･肉号 饒銭?§価錨 毛悪･等.了李

｜
’

71 66 60 56 52 46 28 18 1，7
上 皇

原
爆
投
下
は
正
し
か
っ
た
の
か
−「
チ
ャ
ー
チ
ル
発
言
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
田
畑
寿
一
羽



招
待
席
／
歴
史
と
現
代
１

「
世
間
」
と
「
社
会
」
の
相
克

●
私
は
藤
岡
氏
の
「
史
観
」
に
賛
同
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
リ
ベ
ラ

ル
Ｌ
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
「
史
観
」
の
開
放
性
と

寛
容
性
に
よ
る
と
考
え
る
。

加
藤
哲
郎
一

藤
岡
信
勝
教
授
に
頼
ま
れ
て
小
論
を
寄
せ
る
こ

と
に
し
た
が
、
私
は
藤
岡
氏
の
「
史
観
」
に
賛
同

す
る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
「
平
和
憲
法
」
を
世

界
史
的
に
高
く
評
価
す
る
か
ら
、
「
自
国
の
安
全

保
障
」
の
た
め
の
「
軍
事
ア
レ
ル
ギ
ー
の
克
服
」

や
自
衛
隊
強
化
・
海
外
派
遣
に
は
組
み
し
な
い
。

「
世
界
史
的
な
激
動
」
に
は
「
地
球
市
民
」
と

し
て
対
処
す
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
、
「
日
本
人

の
誇
り
」
を
出
発
点
に
し
た
「
戦
略
的
思
考
」
で

「
日
本
政
治
の
混
迷
」
が
打
破
さ
れ
る
と
は
思
わ

な
い
。
「
東
京
裁
判
Ⅱ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
観
」
に

も
「
大
東
亜
戦
争
肯
定
史
観
」
に
も
ｌ
そ
れ
が

実
在
す
る
と
す
れ
ば
Ｉ
反
対
だ
が
、
「
自
由
主

義
史
観
」
や
「
司
馬
史
観
」
に
も
大
き
な
疑
問
を

持
つ
。
「
史
観
」
よ
り
も
、
「
歴
史
Ⅱ
ヒ
ス
ト
リ

ー
」
そ
の
も
の
の
発
掘
が
重
要
だ
と
思
う
．

は
じ
め
に

｜
橋
大
学
教
授

サ
イ
ク
ル
史
観
の
陥
巽

「
自
由
主
義
史
観
」
の
「
導
き
の
系
」
が
「
日

本
近
代
史
の
四
○
年
サ
イ
ク
ル
」
と
い
わ
れ
る
と
、

眉
に
唾
を
つ
け
た
く
な
る
。
か
つ
て
大
平
内
閣
下

で
首
相
の
私
的
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
文
化
の
時
代
の

経
済
運
営
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
、
「
明
治
維
新
以

降
の
日
本
の
歴
史
を
見
る
と
き
に
、
こ
れ
を
ほ
ぼ

一
五
年
刻
み
で
、
紛
争
・
政
治
・
経
済
・
文
化
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
」
と
し
て

い
た
の
を
想
起
す
る
。
館
龍
一
郎
を
議
長
と
し
、

公
文
俊
平
・
蝋
山
政
道
を
幹
事
と
し
た
こ
の
グ
ル

ー
プ
の
「
史
観
」
は
、
こ
う
で
あ
っ
た
。

「
戦
前
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一

八
年
）
か
ら
の
一
五
年
間
は
、
近
代
化
の
枠
組
み

が
つ
く
ら
れ
た
「
政
治
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
次

の
一
九
○
○
年
（
明
治
三
三
年
）
か
ら
の
一
五
年

間
は
、
資
本
主
義
が
確
立
し
た
『
経
済
の
時
代
」

も
 
。
”、
〃
０
１
Ｆ
 
、
二
Ｉ
ｕ
一
生
，
」
 
言
一
地
 
点
 
、
二
・
要
Ｔ
■
ｑ
４
守
邑
伊
 
も
凸
０
‐ 
ｂ
ｌ
 
。

五
年
間
は
、
大
正
文
化
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

い
う
文
化
の
墹
熟
期
で
あ
る
「
文
化
の
時
代
」
、

そ
し
て
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
）
か
ら
の
一
五

年
間
は
 
不
幸
な
軍
事
的
「
紛
争
の
時
代
」
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
代
は
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○

年
）
に
終
息
す
る
。

戦
後
最
初
の
一
五
年
間
は
、
戦
後
の
日
本
の
進

む
べ
き
政
治
的
方
向
を
画
し
た
「
政
治
の
時
代
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
吉
田
内
閣
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
。
一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
年
）
、

池
田
内
閣
が
所
得
倍
増
論
を
掲
げ
て
登
場
し
、
高

度
経
済
成
長
の
時
代
が
始
ま
る
。
続
く
佐
藤
内
閣

の
時
代
に
か
け
て
、
「
経
済
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
日
本
経
済
は
成
熟
し
、
高
度
産
業
社

会
に
入
り
、
人
々
は
経
済
的
豊
か
さ
の
中
で
、
よ

り
精
神
的
・
文
化
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
を
「
文
化
の
時
代
」
の
到
来
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
（
大
平
総
理
の
政
策
研
究

会
報
告
書
⑦
「
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
」
大
蔵

省
印
刷
局
、
一
九
八
○
年
）
。

こ
う
し
た
「
サ
イ
ク
ル
論
」
は
、
時
の
首
相
の

演
説
草
稿
に
は
便
利
だ
ろ
う
が
、
す
ぐ
に
馬
脚
を

現
わ
す
。
一
九
七
五
’九
○
年
は
ど
の
よ
う
な
意

味
で
「
文
化
の
時
代
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

一
九
九
○
年
’二
○
○
五
年
は
「
紛
争
の
時
代
」

な
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
「
五
五
年
体
制
」
崩
壊
・

政
界
再
編
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
・
円
高
複
合
不
況
、

阪
神
大
震
災
・
サ
リ
ン
事
件
な
ど
を
含
意
す
る
の

か
？
 
一
五
年
を
四
○
年
に
代
え
て
「
成
功
↓
失
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●
？
“
と
０
９

０
■
・
０
１
１
１
１
６
 
０
１
６
■
１
■
■
Ｉ
且
Ｉ

「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
に
も
「
ハ
ル
マ
ゲ

ド
ン
」
に
も
通
じ
る
歴
史
の
解
釈
手
法
で
あ
り
、

せ
い
ぜ
い
「
視
角
」
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
、

無
階
級
社
会
↓
階
級
社
会
↓
無
階
級
社
会
の
「
唯

物
史
観
」
や
Ｉ
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
百
年

単
位
の
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
循
環
」
論
の
方
が
、
地

球
大
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
を
問
題
と
し
、
一

人
の
人
間
の
一
生
で
は
検
証
不
可
能
な
だ
け
に
、

ま
だ
し
も
「
史
観
」
に
ふ
さ
わ
し
く
見
え
る
。

右
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
、
私
は
あ
ら
ゆ

る
「
史
観
」
に
疑
問
を
持
つ
。

岡
田
嘉
子
の
越
境
と
南
京
大
虐
殺

南
京
大
虐
殺
の
「
犠
牲
者
数
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
ら
し
い
。
教
科
書
記
述
だ
か
ら
だ
ろ
う
が
、

私
は
「
問
題
は
「
数
」
の
信
壗
性
で
あ
る
」
と
は

思
わ
な
い
。
「
今
日
、
南
京
事
件
の
存
在
自
体
を

否
定
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
し
て
学
問

的
論
争
の
あ
る
「
犠
牲
者
数
」
を
問
題
に
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
本
当
に
歴
史
教
育
の
焦
点
た
り
う

る
の
か
？
大
学
生
が
「
南
京
大
虐
殺
」
の
コ
ト

パ
は
知
っ
て
い
て
も
実
態
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

現
状
か
ら
考
え
る
と
、
私
に
は
、
個
々
の
「
証

言
」
や
「
事
実
」
を
示
す
こ
と
の
方
が
重
要
に
思

溝
え
系
》
。た

と
え
ば
私
な
ら
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九

三
七
年
一
二
月
一
四
日
の
一
枚
の
写
真
を
と
り
あ

げ
る
。
「
百
人
斬
り
〃
超
記
録
〃
向
井
一
○
六
Ⅱ

一
○
五
野
田
両
小
尉
さ
ら
に
延
長
戦
」
と
題
す

る
有
名
な
記
事
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
を

読
め
ば
、
二
人
で
殺
し
た
二
三
人
の
中
国
人
の

「
い
の
ち
」
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
は
瞭
然

で
あ
る
。
記
事
を
送
っ
た
「
浅
海
、
鈴
木
両
特
派

員
」
の
「
視
角
」
も
見
え
て
く
る
。
こ
の
写
真
は

「
侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
暴
行
照
片
集
」
（
一
九
九

二
年
）
の
一
枚
に
す
ぎ
な
い
。
よ
り
詳
し
く
知
り

た
い
学
生
に
は
、
こ
の
写
真
集
と
当
時
の
日
本
の

新
聞
の
併
読
を
勧
め
る
。
ど
う
い
う
「
視
角
」
で

調
べ
、
ど
う
い
う
「
史
観
」
を
選
択
す
る
か
、
な

い
し
創
造
す
る
か
は
、
彼
ら
に
ま
か
せ
る
。

「
近
現
代
史
」
で
は
、
「
事
実
」
の
収
録
・
確
定

自
体
が
難
し
い
。
南
京
大
虐
殺
の
例
な
ら
へ
私
な

ら
岡
田
嘉
子
・
杉
本
良
吉
の
樺
太
越
境
と
の
同
時

性
に
想
い
を
め
ぐ
ら
す
。
一
九
三
八
年
正
月
の
、

当
時
の
ト
ッ
プ
女
優
岡
田
嘉
子
と
日
本
共
産
党
員

で
演
出
家
の
杉
本
良
吉
の
旧
ソ
連
へ
の
越
境
は
、

「
恋
の
逃
避
行
」
と
も
ヨ
ミ
ン
テ
ル
ン
ヘ
の
密

使
」
と
も
言
わ
れ
た
。
そ
の
「
事
実
」
を
解
釈
で

き
る
資
料
は
、
こ
こ
二
’三
年
で
よ
う
や
く
集
積

さ
れ
て
き
た
。
二
人
と
も
ソ
連
越
境
直
後
に
逮
捕

さ
れ
、
二
度
と
一
緒
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
日
本
の
ス
パ
イ
」
と
し
て
杉
本
は
三
九
年
一
○

月
二
○
日
に
銃
殺
さ
れ
、
岡
田
は
十
年
の
ラ
ー
ゲ

リ
（
強
制
収
容
所
）
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

二
人
が
「
労
働
者
の
天
国
」
ソ
連
に
あ
こ
が
れ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
幻
想
だ
っ
た
。
二

人
共
配
偶
者
の
あ
る
身
で
恋
仲
に
な
り
、
今
風
に

言
え
ば
不
倫
を
許
さ
な
い
「
世
間
」
の
現
実
か
ら

逃
避
し
た
。
最
近
発
見
さ
れ
た
旧
ソ
連
検
察
局
の

秘
密
資
料
に
は
、
二
人
の
越
境
後
の
供
述
が
残
さ

れ
て
い
る
（
名
越
健
郎
「
ク
レ
ム
リ
ン
秘
密
文
書

は
語
る
」
中
公
新
書
、
’九
九
四
年
）
。

そ
れ
ら
を
解
析
す
る
と
、
岡
田
嘉
子
は
「
軍
国

主
義
の
お
先
棒
を
か
つ
が
さ
れ
る
芝
居
に
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
杉

本
に
ソ
連
越
境
を
持
ち
か
け
た
の
は
一
二
月
の
半

ば
、
ち
ょ
う
ど
「
東
京
日
日
新
聞
」
が
南
京
日
本

軍
の
「
百
人
斬
り
競
争
」
を
報
じ
た
頃
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
一
九
三
七
年
当
時
の
日
本
と
中
国
と

ソ
連
の
歴
史
に
想
い
を
ば
せ
る
。
軍
部
の
横
暴
と

自
由
の
欠
如
、
侵
略
と
戦
争
、
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清

ｌ
い
ず
れ
の
歴
史
も
悲
惨
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
観
」
や
「
大
東
亜
戦
争
肯
定

史
観
」
を
拒
否
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。

「
世
間
と
社
会
」
と
い
う
視
角

だ
が
む
し
ろ
、
私
に
は
岡
田
嘉
子
や
杉
本
良
吉

が
気
に
な
る
。
彼
ら
を
幻
想
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
・
ソ

連
へ
と
駆
り
立
て
た
「
世
間
」
の
眼
差
し
、
そ
の

国
境
越
え
を
促
し
た
「
社
会
」
観
に
注
目
す
る
。

「
史
観
」
が
問
題
に
す
る
の
は
、
国
家
と
社
会

の
軌
跡
、
「
歴
史
Ⅱ
大
き
な
物
語
」
で
あ
る
。

ザ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
ハ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
Ⅱ
政

治
支
配
・
経
済
体
制
の
交
替
や
ヒ
ズ
・
ス
ト
ー
リ

ー
Ⅱ
男
性
指
導
者
た
ち
の
歴
史
と
し
て
構
成
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
ロ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー

ズ
Ⅱ
無
名
の
人
々
の
生
活
や
ハ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー

ズ
Ⅱ
女
た
ち
の
生
き
た
「
小
さ
な
物
語
」
の
集
積

で
あ
る
が
、
あ
る
種
の
「
社
会
」
観
に
よ
っ
て

「
大
き
な
物
語
」
へ
と
構
成
さ
れ
る
。
近
現
代
史
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に
お
い
て
は
、
そ
の
「
社
会
」
が
資
本
主
義
や
社

会
主
義
と
い
う
経
済
体
制
を
軸
に
、
民
主
主
義
・

権
威
主
義
・
独
裁
と
い
っ
た
政
治
制
度
を
軸
に
、

総
括
さ
れ
時
期
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、

「
小
さ
な
物
語
」
は
概
念
に
抽
象
化
し
、
一
人
一

人
の
「
い
の
ち
」
は
「
数
」
に
な
る
９

し
か
し
、
た
と
え
ば
一
九
三
七
年
の
日
本
を
、

近
衛
内
閣
成
立
や
日
中
戦
争
・
日
独
伊
防
共
協
定

の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
「
国
体
の
本
義
」
や
「
愛

国
行
進
曲
」
、
企
画
院
設
置
や
南
京
占
領
・
人
民

戦
線
事
件
の
レ
ペ
ル
に
お
き
、
そ
こ
に
矢
内
原
忠

雄
の
辞
職
や
岡
田
嘉
子
・
杉
本
良
吉
の
越
境
、
川

端
康
成
「
雪
国
」
を
も
重
ね
あ
わ
せ
て
見
る
と
き
、

「
歴
史
」
は
「
物
語
」
を
再
生
す
る
。
あ
る
い
は

「
い
の
ち
」
が
復
活
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

実
は
、
西
欧
化
・
近
代
化
の
過
程
で
輸
入
さ
れ
た

「
社
会
」
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
に
固
有
な
「
世

間
」
の
濃
密
な
網
の
目
が
見
え
て
く
る
。

「
世
間
と
社
会
」
と
い
う
問
題
設
定
Ⅱ
視
角
は
、

西
洋
史
家
阿
部
謹
也
が
近
年
の
著
作
で
繰
り
返
し

説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
「
西
洋
中
世
の
愛
と

人
格
１
１
「
世
間
」
論
序
謹
朝
日
新
聞
社
、
一

九
九
二
年
）
。
私
自
身
は
「
社
会
と
国
家
」
（
岩
波

書
店
、
一
九
九
二
年
）
の
な
か
で
展
開
し
た
。

本
誌
は
「
社
会
科
教
育
」
別
冊
だ
と
い
う
が
、

そ
も
そ
も
「
社
会
」
と
い
う
日
本
語
自
体
、
明
治

維
新
後
の
「
文
明
開
化
」
「
欧
化
」
過
程
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
の
「
（
シ
ビ
ル
）
ソ
サ
イ
ア
テ
イ
」
を

翻
訳
す
る
苦
闘
の
産
物
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本

に
は
「
世
間
」
「
仲
間
」
「
会
」
な
ど
の
語
は
あ
っ

た
が
、
「
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
」
に
相
当
す
る
自
由
な

諸
個
人
の
対
等
・
平
等
な
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
福
沢
諭
吉
は
『
西
洋
事
情
」
で
「
ソ
サ
イ

ァ
テ
ィ
」
を
「
人
間
交
際
」
と
訳
し
た
り
、
『
学

問
の
す
す
め
」
で
「
下
等
な
世
間
」
と
「
上
等
な

社
会
」
を
対
置
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
う
え
「
社
会
」
は
一
八
八
○
年
代
に

「
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
も
、

「
世
間
」
か
ら
は
冷
た
く
扱
わ
れ
た
。
今
で
も
新

聞
の
「
社
会
面
」
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
社
会
」
は
国
家
の
統
制
の
及
ば
ぬ
「
そ
の
他
」

の
領
域
で
あ
り
、
政
治
・
経
済
・
文
化
に
分
類
で

き
な
い
事
件
や
雑
事
で
あ
っ
た
。
「
社
会
問
題
」

が
「
社
会
主
義
」
「
社
会
運
動
」
を
生
み
出
す
と
、

「
社
会
政
策
」
が
必
要
と
さ
れ
内
務
省
「
社
会
局
」

ま
で
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
社
会
問
題
」
の
根

底
に
は
常
に
日
本
的
「
世
間
」
が
伏
在
す
る
。
悪

徳
政
治
家
は
今
日
で
も
「
社
会
」
に
は
責
任
を
取

ら
ず
、
「
世
間
を
さ
わ
が
せ
て
申
し
訳
な
い
」
と

暖
昧
な
問
題
解
決
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
。

「
社
会
科
学
」
や
「
社
会
科
教
育
」
は
、
近
現

代
の
日
本
が
西
欧
語
の
「
社
会
Ⅱ
ソ
サ
イ
ア
テ
イ
」

に
な
っ
た
と
前
提
し
て
理
論
を
組
立
て
「
歴
史
Ⅱ

大
き
な
物
語
」
を
抽
出
す
る
が
、
’九
三
七
年
の

南
京
で
二
人
の
日
本
軍
兵
士
が
日
本
刀
で
の
「
百

人
斬
り
」
を
競
い
あ
っ
た
り
、
後
に
朝
鮮
人
従
軍

慰
安
婦
を
当
然
の
も
の
と
受
け
い
れ
た
り
し
た
の

は
、
「
社
会
」
な
ら
ぬ
「
世
間
」
の
強
固
な
規
制

抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
岡
田
嘉
子
や
杉
本
良

吉
を
日
本
か
ら
ソ
連
越
境
へ
と
追
い
や
っ
た
も
の

は
、
彼
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
「
社
会
」
観
と
現
実

の
「
世
間
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
か
？

そ
し
て
こ
の
「
世
間
」
の
構
造
は
、
阿
部
謹
也

の
力
説
す
る
よ
う
に
、
「
社
会
」
に
比
べ
れ
ば
き

わ
め
て
排
他
的
・
差
別
的
で
あ
り
、
「
イ
エ
・
ム

ラ
」
原
理
や
「
タ
テ
社
会
」
「
集
団
主
義
」
「
間
人

主
義
」
で
も
十
分
に
把
捉
し
き
れ
な
い
、
独
特
な

も
の
で
あ
る
。
無
論
こ
う
し
た
視
角
か
ら
す
れ
ば
、

そ
も
そ
も
福
沢
諭
吉
の
想
定
し
た
西
欧
「
市
民
社

会
」
の
根
底
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
に
応
じ
た
独
特
の
「
世
間
的
な
も
の
」
が

伏
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
今
日
の
西
欧
「
社
会

史
」
研
究
が
徐
々
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。

「
文
明
化
Ⅱ
西
欧
化
Ⅱ
近
代
化
Ⅱ
工
業
化
Ⅱ
経
済

発
展
Ⅱ
都
市
化
Ⅱ
民
主
化
」
の
単
線
図
式
で
覆
い

か
く
さ
れ
て
き
た
「
小
さ
な
物
語
」
へ
の
接
近
・

集
約
の
仕
方
が
、
今
日
の
歴
史
研
究
・
歴
史
教
育

に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
教
育
の
前
提
を
問
う
こ
と

だ
か
ら
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
今
日
の
「
日
本

近
現
代
史
の
社
会
科
歴
史
教
育
」
で
ま
ず
問
わ
れ

る
べ
き
は
、
「
日
本
］
「
近
代
」
「
社
会
」
「
歴
史
」

「
教
育
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
吟
味
で
あ
る
。

「
日
本
」
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
、
「
日
本

人
」
と
い
う
民
族
Ⅱ
「
想
像
の
共
同
体
」
は
ど
こ

か
ら
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て

き
た
の
か
？
日
本
の
「
近
代
」
は
本
当
に
明
治

維
新
に
始
ま
る
の
か
、
藤
岡
教
授
に
「
目
か
ら
ウ

ロ
コ
が
落
ち
る
よ
う
な
衝
撃
」
を
与
え
た
尾
藤
正
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ｉ
１
１
‐‐

英
の
近
著
「
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
」
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
年
）
の
よ
う
に
、
日
本
「
近
代

史
」
は
江
戸
時
代
に
ま
で
遡
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
世
間
」
は
「
社
会
」
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に

ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
か
、
む
し
ろ
「
世
間
」

と
い
う
実
体
の
表
層
を
「
社
会
」
と
い
う
名
で
と

り
繕
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
？
 
「
社
会
」

の
語
と
ほ
ぼ
同
時
に
翻
訳
語
と
し
て
輸
入
さ
れ
た

「
会
社
」
が
、
な
ぜ
「
日
本
社
会
」
で
か
く
ま
で
大
き

な
規
制
力
を
持
つ
の
か
？
そ
の
「
会
社
」
の
内

部
に
立
ち
入
る
と
、
実
は
「
世
間
」
の
原
理
が
効

率
的
生
産
に
組
み
込
ま
れ
、
長
時
間
労
働
・
過
労

死
に
駆
り
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

そ
も
そ
も
「
歴
史
Ⅱ
大
き
な
物
語
」
や
「
史
観
」

は
、
「
日
本
社
会
」
と
い
う
擬
制
を
時
々
に
抽
象

し
て
系
統
だ
て
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
？

「
小
さ
な
物
語
」
に
組
み
込
ま
れ
た
「
世
界
噺
」

や
「
世
間
の
荒
波
・
胸
算
用
」
は
、
「
教
育
」
す

る
に
値
し
な
い
も
の
な
の
か
？
 
「
社
会
史
」
の

成
果
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
「
こ
ど
も
」
や
「
学

校
」
や
「
教
育
」
の
観
念
自
体
が
、
「
西
欧
近
代
」

と
い
う
歴
史
的
時
代
の
特
定
の
領
域
的
産
物
で
あ

る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
歴
史

教
育
」
や
「
教
科
書
」
で
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
？

リ
ベ
ラ
ル
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

政
治
学
を
専
攻
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
「
自

由
主
義
Ⅱ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
も
、
同
様

な
問
い
が
発
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
リ
ベ
ラ

ル
」
が
「
自
由
」
に
、
「
イ
ズ
ム
」
が
「
主
義
」

に
翻
訳
さ
れ
た
瞬
間
に
躍
起
す
る
緊
彊
関
係
が
、

自
覚
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
の
「
人

民
の
政
治
」
の
翻
訳
を
問
題
に
す
る
の
な
ら
ば
、

「
社
会
科
教
科
書
」
の
科
学
用
語
・
教
育
用
語
の

多
く
が
、
実
は
「
日
本
近
代
」
の
翻
訳
語
で
あ
る

か
翻
訳
を
く
ぐ
っ
た
転
用
語
で
あ
る
こ
と
を
、
つ

ま
り
西
欧
的
思
想
を
く
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
同

時
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
戦
略
」
と
い
う
軍

事
用
語
を
歴
史
教
育
に
転
用
す
る
時
、
ど
の
よ
う

な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
か
を
吟
味
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
「
民
本
主
義
」
と
翻
訳

さ
れ
て
一
世
を
風
摩
し
た
こ
と
の
功
罪
、
「
ク
ラ

シ
ー
Ⅱ
政
体
」
が
「
イ
ズ
ム
Ⅱ
主
義
」
と
同
列
に

お
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

や
「
戦
後
民
主
主
義
」
へ
の
作
用
も
問
題
に
な
る
。

「
社
会
科
教
育
」
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
世
間
」
の
解
明
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
「
教
育
」

を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
が
日
々
生
き
て
い
る
の
は
、

「
世
間
な
み
」
に
育
て
よ
う
と
い
う
親
た
ち
の
期

待
と
願
望
に
囲
ま
れ
た
、
「
世
間
」
性
を
濃
密
に

帯
び
た
「
社
会
」
な
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
日
本

の
「
社
会
科
学
」
は
、
「
世
間
」
を
解
剖
す
る
理

論
も
方
法
も
持
ち
き
れ
て
は
い
な
い
。
さ
し
あ
た

り
は
西
欧
の
概
念
や
物
差
し
を
用
い
て
、
し
か
も

「
地
球
社
会
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可
能
な

か
た
ち
で
、
思
考
し
研
究
し
教
育
す
る
し
か
な
い
。

「
歴
史
」
を
「
大
き
な
物
語
」
に
ま
と
め
あ
げ
、

「
史
観
」
で
解
釈
・
説
明
す
る
こ
と
は
、
「
教
育
」

の
場
で
は
避
け
ら
れ
ず
、
便
利
で
あ
ろ
う
が
、
無

名
の
人
々
や
女
性
た
ち
の
「
小
さ
な
物
語
」
を
媒

介
に
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
的
生
活

世
界
Ⅱ
「
世
間
」
に
は
浸
透
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
小
さ
な
物
語
」
は
日
々
に
積
み
上

げ
ら
れ
、
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
く
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
人
々
は
、
「
自
分
の
歴
史
」
を
「
自
分
た

ち
の
歴
史
」
と
関
連
づ
け
意
味
づ
け
よ
う
と
す
る
。

私
は
近
年
、
学
問
的
意
味
で
の
「
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
史
観
」
の
歴
史
的
生
成
根
拠
を
探
り
、
そ
の
問

題
性
を
指
摘
し
て
き
た
（
「
東
欧
革
命
と
社
会
主

義
』
花
伝
社
、
一
九
九
○
年
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
世
界
像
』
青
木
書
店
、
一
九
九
一
年
、
な
ど
）
。

藤
岡
教
授
が
小
論
を
依
頼
し
て
き
た
の
も
、
お
そ

ら
く
そ
れ
が
、
多
少
と
も
「
自
由
主
義
史
観
」
に

役
立
つ
と
「
戦
略
的
」
に
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
私
は
「
自
由
主
義
」
の
存
在
根
拠
を
否
定

し
な
い
が
、
「
史
観
」
に
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
遺
産
も
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と

接
合
し
よ
う
と
試
み
る
（
拙
稿
「
現
代
マ
ル
ク
ス

主
義
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
ワ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」

第
一
三
号
、
一
九
九
三
年
秋
）
。
歴
史
の
「
小
さ

な
物
語
」
に
改
め
て
執
着
し
、
多
国
籍
企
業
時
代

の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
超
え
た
「
地
球
市
民
」

へ
の
道
を
構
想
し
て
い
る
（
「
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清

さ
れ
た
日
本
人
」
青
木
書
店
、
「
国
民
国
家
の
エ

ル
ゴ
ロ
ジ
ー
」
平
凡
社
、
共
に
一
九
九
四
年
）
。

「
リ
ベ
ラ
ル
」
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

そ
の
思
想
や
「
史
観
」
の
開
放
性
と
寛
容
性
に
あ

る
、
と
私
は
考
え
る
。
本
誌
が
そ
の
よ
う
な
場
に

な
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
世
間
」
に
な
に

一

が
し
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
う
る
だ
ろ
う
。
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★
自
国
の
歴
史
を
学
習
し
て
き
て
、
 
★
６
月
ｎ
日
の
朝
日
の
記
事
に
「
Ｔ

自
分
の
国
に
嫌
悪
感
を
感
じ
て
し
ま
 
Ｂ
Ｓ
の
オ
ウ
ム
報
道
特
集
に
サ
プ
リ

ぅ
と
い
う
中
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
 
ミ
ナ
ル
手
法
が
使
わ
れ
て
い
た
」
と

ん
で
、
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
近
 
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
（
サ
ブ

現
代
史
教
育
は
、
中
学
生
に
「
自
分
 
リ
ミ
ナ
ル
手
法
と
は
、
直
接
は
知
覚

の
国
に
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
 
さ
れ
な
い
刺
激
で
、
潜
在
意
識
に
働

い
う
感
想
を
抱
か
せ
る
結
果
に
な
っ
 
き
か
け
る
こ
と
）

た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

「
な
る
ほ
ど
、
あ
り
そ
」
と
思
い

か
。
こ
の
感
想
は
、
「
現
代
教
育
科
 
っ
っ
ぺ
ｌ
ジ
を
め
く
る
と
。

学
」
の
七
月
号
の
特
集
に
掲
載
さ
れ
 
田
無
市
の
柳
沢
小
で
、
男
性
教
諭

て
い
る
中
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
 
が
日
の
丸
の
旗
を
降
ろ
し
た
と
し
た

★
戦
後
五
十
年
を
契
機
に
、
世
界
史
 
問
題
を
め
ぐ
り
、
教
育
長
が
「
（
日

の
中
で
の
日
本
を
見
直
し
、
新
し
い
 
の
丸
の
掲
揚
と
い
う
）
校
長
の
職
務

史
観
を
提
一
ホ
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
 
権
限
を
力
で
排
除
す
る
こ
と
は
許
さ

、
、
、

な
い
か
と
す
る
議
論
が
高
ま
っ
て
い
 
れ
な
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
「
今
後

る
。
確
か
に
、
満
洲
事
変
か
ら
太
平
 
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
よ
う
：
．
」
な 、

、
、

津
戦
争
の
終
了
ま
で
の
期
間
を
十
五
ど
と
述
べ
た
Ｉ
と
あ
り
ま
す
。

年
戦
争
と
く
く
り
、
こ
の
間
日
本
は
 
続
け
て
「
教
諭
の
”処
分
“を
心

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
各
地
 
配
す
る
児
童
の
父
母
ら
が
、
文
書
公

に
侵
略
の
手
を
広
げ
残
虐
行
為
を
操
 
開
条
例
に
よ
っ
て
公
開
を
求
め
た
」

り
返
し
て
き
た
、
と
す
る
「
侵
略
史
 
と
も
。

観
」
が
圧
倒
的
に
優
位
を
占
め
て
い
 
私
に
は
、
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
で

る
現
在
で
は
、
中
学
生
が
自
国
の
歴
 
な
ど
と
を
２
回
も
続
け
て
書
く
こ
と

史
に
失
望
感
を
感
じ
て
も
致
し
方
な
 
で
、
「
日
の
丸
掲
揚
を
求
め
る
教
育

い
と
も
い
え
る
。
長
側
を
ウ
サ
ン
臭
い
ｌ
と
い
う
か
、

★
日
本
人
Ⅱ
悪
人
説
の
近
現
代
史
で
 
ダ
メ
ー
ジ
っ
ぽ
く
印
象
つ
け
る
」
そ

は
中
学
生
に
自
国
の
歴
史
に
失
望
感
 
れ
こ
そ
〃
活
字
に
よ
る
“サ
プ
リ
ミ

を
与
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
と
い
つ
 
ナ
ル
手
法
活
用
例
で
は
な
い
か
、
と

て
自
国
の
歴
史
を
美
化
し
て
も
始
ま
 
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

ら
な
い
。
「
近
現
代
史
の
授
業
改
革
」
同
じ
目
線
で
書
く
な
ら
「
処
分
を

で
そ
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う
解
決
 
心
配
し
た
父
母
ら
は
報
告
書
の
公
開

す
る
か
、
私
も
追
究
し
た
い
。
を
求
め
て
い
る
と
い
う
」
と
で
も
書

町
、
℃
、
、
、

P
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